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【改訂】第 2 版（2009-09-07）
【科目】[ 情報機器総論 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

五十嵐 睦夫
樋口 博

【授業目標・教育方針】
計算機は、今後皆さんがそれぞれの専門の仕事を進めていく上で、今や必須の道具です。この授業は、情報工学を専
門としない学生の皆さんを対象として、計算機のしくみとその要点を、各単元 1 ～２回の読みきり講義でわかり易く
進めていくことにしています。前半では簡単な論理代数という数学を使うことで、日常生活でありうる、色んな条件
が合わさって一見ややこしく見える状態を、極めて単純な場合の組合せに簡素化することができることがわかるで
しょう。後半では、計算機のしくみは、人間社会における色んな仕事の仕方・させ方を参考に発展してできてきたこ
とがわかるかと思います。この授業を通じて、巷のハウ・ツーものに留まらず、「なぜ？」の視点で計算機に対する新
たな理解が得られることが授業全体を通しての狙いです。

【授業概要】
計算機のなかで演算に使われている 2 進数について、四則演算や情報の表し方の基礎を学んだ後、論理回路、順序回
路及び論理代数の基礎を学習する。後半は計算機の構成（アーキテクチャ）について、ハードウェアとソフトウェア
の機能分担、現在まで広く使われているノイマン型計算機構成の基本とその制御のしくみ、メモリの階層的構成の考
え方、入出力機器との接続等に関して、その基本となる考え方を学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書は特に指定しません。参考書として、以下を挙げておきます。いずれも図書館にあります。
・柴山潔　著「コンピュータ・アーキテクチャの基礎」、近代科学社、ISBN-7649-0304-0
・パターソン＆ヘネシー著、森田光彰訳「コンピュータの構成と設計（上・下）」第 3 版、日経ＢＰ社、ISBN978-4
-8222-8267-7

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
板書による授業を主とし、前半は授業中の演習をなるべく多くし、履修者の理解を確かめながら授業を進めていく。
なお、必要に応じて実際の機器の動作演示を併用する。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：30%，期末試験：40%，レポート：30%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：[ 情報機器総論 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 2 進数の基礎 2 進数とその四則演算
第 2 回 情報の表し方 2 値で情報を表すこと、正論理と負論理の考え方の違

いを理解する。

第 3 回
論理回路 AND 回路、OR 回路、NOT 回路などの基礎及び、任意

の論理回路が NAND 回路または NOR 回路で表せるこ
とを学習する。

第 4-5 回 論理代数 ブール代数について学び、これを用いて論理回路が設
計できることを学習する。

第 6-7 回 順序回路 コンピュータの基本回路を構成している順序回路であ
るフリップフロップとその応用について学習する。

第 8 回 中間試験
第 9 回 コンピュータの基礎 コンピュータ発展のこれまでの歴史を概観するととも

に、その考え方の潮流に触れる。
第 10 回 基本アーキテクチャ コンピュータシステムにおけるハードウェアとソフト

ウェアの機能分担、ノイマン型コンピュータの基本
ハードウェア及び基本命令セットアーキテクチャにつ
いて外観する。

第 11 回 制御のしくみ 命令の実行と制御、割込み処理について学習する。
第 12-13 回 メモリアーキテクチャ メモリの階層的構造によって、相矛盾する速さと容量

の性能がうまく引き出されるしくみについて学習す
る。

第 14-15 回 入出力インタフェース 多種多様な入出力機器を接続し、お互いの性能を最大
限に発揮するしくみについて学習する。
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